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＜背
はい
景
けい
＞

１．インドネシアの専
せん
門
もん
高
こう
校
こう
と日

に
本
ほん
語
ご

　インドネシアには普
ふ
通
つう
高
こう
校
こう
、宗

しゅう
教
きょう
高
こう
校
こう
、専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
の３種

しゅ
類
るい
がある。専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
は、卒

そつ
業
ぎょう
後
ご
社
しゃ
会
かい
に出

で
てすぐに使

つか
えるよう

な専
せん
門
もん
知
ち
識
しき
や技

ぎ
術
じゅつ
を身

み
に付

つ
けるための高

こう
校
こう
である。専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
には農

のう
林
りん
漁
ぎょ
業
ぎょう
、工

こう
業
ぎょう
技
ぎ
術
じゅつ
、ビジネス・マネージメント、社

しゃ

会
かい
福
ふく
祉
し
、観

かん
光
こう
、ホテル、芸

げい
術
じゅつ
・工

こう
芸
げい
などの分

ぶん
野
や
がある。専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
は国

こっ
家
か
教
きょう
育
いく
省
しょう
専
せん
門
もん
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
局
きょく
が統

とう
括
かつ
しており、同

どう
局
きょく
が

カリキュラム作
さく
成
せい
も行

おこな
っている。

　ナショナル・カリキュラムでは英
えい
語
ご
が第

だい
一
いち
外
がい
国
こく
語
ご
として定

さだ
められており、第

だい
二
に
外
がい
国
こく
語
ご
は原

げん
則
そく
として日

に
本
ほん
語
ご
・ドイツ

語
ご
・フランス語

ご
・中

ちゅう
国
ごく
語
ご
であり、第

だい
二
に
外
がい
国
こく
語
ご
が必

ひっ
須
す
科
か
目
もく
とされているのは、観

かん
光
こう
部
ぶ
門
もん
観
かん
光
こう
・サービス業

ぎょう
務
む
専
せん
攻
こう
の学

がく
生
せい
の

みである。なお、学
がっ
校
こう
裁
さい
量
りょう
で追

つい
加
か
科
か
目
もく
や課

か
外
がい
活
かつ
動
どう
として他

た
専
せん
攻
こう
であっても日

に
本
ほん
語
ご
を習

なら
うこともできる。

２．観
かん
光
こう
・サービス業

ぎょう
務
む
専
せん
攻
こう
用
よう
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
の作

さく
成
せい

　インドネシアの高
こう
校
こう
では指

し
定
てい
教
きょう
科
か
書
しょ
はなく、各

かく
学
がっ
校
こう
及
およ
び教

きょう
師
し
の裁

さい
量
りょう
で決

き
めている。専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
の観

かん
光
こう
・サービス業

ぎょう
務
む
専
せん

攻
こう
では、これまではその目

もく
的
てき
に適

てき
した教

きょう
材
ざい
がなく、各

かく
教
きょう
師
し
が自

じ
主
しゅ
教
きょう
材
ざい
や市

し
販
はん
されている日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
を使

し
用
よう
して授

じゅ
業
ぎょう
を

行
おこな
っていた。しかし、教

きょう
員
いん
の日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
があまり高

たか
くなく、コミュニカティブな教

きょう
授
じゅ
法
ほう
を学

まな
んだ経

けい
験
けん
があまりないため、

目
もく
的
てき
に即

そく
した授

じゅ
業
ぎょう
運
うん
営
えい
が難

むずか
しい、多

た
忙
ぼう
であるために教

きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
に時

じ
間
かん
が割

さ
けないなどの問

もん
題
だい
が見

み
られた。それらの問

もん
題
だい
を

解
かい
決
けつ
するために、経

けい
験
けん
の浅

あさ
い教

きょう
師
し
や日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
のあまり高

たか
くない教

きょう
師
し
でもすぐに使

つか
え、効

こう
果
か
的
てき
な学

がく
習
しゅう
が望

のぞ
める教

きょう
材
ざい
が必

ひつ
要
よう

とされていた。

　そこで、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
ジャカルタ日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
センターでは、国

こっ
家
か
教
きょう
育
いく
省
しょう
専
せん
門
もん
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
局
きょく
との共

きょう
催
さい
で、2000年

ねん
に、まずシ

ラバスの開
かい
発
はつ
を行

おこな
い、続

つづ
いてシラバスに基

もと
づく会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
を取

と
り入

い
れた素

そ
材
ざい
集
しゅう
の作

さく
成
せい
を行

おこな
った。その後

ご
、素

そ
材
ざい
集
しゅう
をもと

に2002年
ねん
３月

がつ
より本

ほん
格
かく
的
てき
な教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
に着

ちゃく
手
しゅ
し、2004年

ねん
に試

し
用
よう
版
ばん
が完

かん
成
せい
した。そして『2004年

ねん
カリキュラム』が発

はっ
表
ぴょう
され

たため、地
ち
域
いき
の専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
教
きょう
師
し
及
およ
びジュニア専

せん
門
もん
家
か

※からのフィードバックと『2004年
ねん
カリキュラム』の変

へん
更
こう
点
てん
を加

くわ
え、

2005年
ねん
３月

がつ
完
かん
成
せい
版
ばん
が出

で
来
き
上
あ
がった。

　作
さ
業
ぎょう
手
て
順
じゅん
としては、グループ内

ない
で検

けん
討
とう
したものを全

ぜん
体
たい
会
かい
議
ぎ
に持

も
ち寄

よ
って再

さい
度
ど
検
けん
討
とう
するという方

ほう
法
ほう
を取

と
った。グループ

内
ない
での作

さ
業
ぎょう
は主

おも
に専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
の教

きょう
師
し
が中

ちゅう
心
しん
になって進

すす
め、日

に
本
ほん
人
じん
講
こう
師
し
はアドバイザー的

てき
な立

たち
場
ば
で関

かか
わった。

＜教
きょう
科
か
書
しょ
について＞

　本
ほん
教
きょう
科
か
書
しょ
は『2004年

ねん
カリキュラム』準

じゅん
拠
きょ
である。語

ご
彙
い
及
およ
び文

ぶん
法
ぽう

はほとんど『日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
』４級

きゅう
レベルの学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
である。本

ほん

教
きょう
科
か
書
しょ
は持

も
ち運

はこ
びのしやすいＢ５版

ばん
で本

ほん
冊
さつ
１と本

ほん
冊
さつ
２に分

わ
かれて

いる。本
ほん
冊
さつ
１（全

ぜん
104ページ）はローマ字

じ
表
ひょう
記
き
、本
ほん
冊
さつ
２（全

ぜん
120ペー

ジ）はかな表
ひょう
記
き
である。他

ほか
に、音

おん
声
せい
テープ１本

ぽん
がある。
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インドネシアの専
せん
門
もん
高
こう
校
こう
観
かん
光
こう
部
ぶ
門
もん

観
かん
光
こう
・サービス業

ぎょう
務
む
専
せん
攻
こう
用
よう
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
『インドネシアへようこそ』の開

かい
発
はつ

ジャカルタ日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
センター元

もと
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
家
か
　山

やま
下
した
美
み
紀
き

JF日
に

本
ほん

語
ご

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

紹
しょう

介
かい

※国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
が海

かい
外
がい
に派

は
遣
けん
している若

わか
手
て
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
家
か
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１．構
こう
成
せい

①導
どう
入
にゅう
＜Pengantar＞：課

か
のテーマについて教

きょう
師
し
が生

せい
徒
と
と話

はな
し合

あ
って、場

ば
面
めん
や内

ない
容
よう
をイメージさせるための質

しつ
問
もん
がある。

②基
き
本
ほん
会
かい
話
わ
＜Percakapan Inti＞：観

かん
光
こう
の際

さい
に実

じっ
際
さい
に出

で
会
あ
う場

ば
面
めん
での会

かい
話
わ
の例

れい

③基
き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
＜Latihan Dasar＞：新

しん
出
しゅつ
語
ご
彙
い
・文

ぶん
型
けい
の練

れん
習
しゅう

④会
かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
＜Latihan Percakapan＞：基

き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
で学

まな
んだ語

ご
彙
い
・文

ぶん
型
けい
を用

もち
いた会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
。代

だい
入
にゅう
練
れん
習
しゅう
ができるようになって

いる。またロールプレイカードや質
しつ
問
もん
表
ひょう
を学

がく
生
せい
が作

つく
り、クラス内

ない
で練

れん
習
しゅう
するための指

し
示
じ
もついている。

⑤やってみましょう（確
かく
認
にん
問
もん
題
だい
）＜Mari kita coba＞：本

ほん
冊
さつ
のうしろのほうに解

かい
答
とう
がのっているので、宿

しゅく
題
だい
にしたり、

学
がく
生
せい
が自

じ
宅
たく
で学

がく
習
しゅう
したりすることができる。

２．特
とく
徴
ちょう

　（１）授
じゅ
業
ぎょう
例
れい
つき

導
どう
入
にゅう
から会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
までの授

じゅ
業
ぎょう
の進

すす
め方

かた
が細

こま
かく説

せつ
明
めい
されているの

で、教
きょう
授
じゅ
経
けい
験
けん
の浅

あさ
い教

きょう
師
し
や日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
のあまり高

たか
くない教

きょう
師
し
でも使

つか

える。

　（２）観
かん
光
こう
の際

さい
に実

じっ
際
さい
に出

で
会
あ
う場

ば
面
めん
の会

かい
話
わ

各
かく
課
か
に目

もく
標
ひょう
となる会

かい
話
わ
があり、自

じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
から始

はじ
まり、客

きゃく
の出

で
迎
むか
え、

チェックイン、ツアーの予
よ
約
やく
、ツアー中

ちゅう
の説

せつ
明
めい
、空

くう
港
こう
での見

み
送
おく
り

というように旅
りょ
行
こう
日
にっ
程
てい
に沿

そ
って場

ば
面
めん
が進

しん
行
こう
する。

　（３）課
か
のまとめ

各
かく
課
か
の最

さい
後
ご
に、その課

か
のまとめとなる確

かく
認
にん
問
もん
題
だい
がついているため、

ひとりでも復
ふく
習
しゅう
できる。

３．特
とく
に工

く
夫
ふう
した点

てん
　－わかりやすい学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
－

¡各
かく
課
か
のはじめに導

どう
入
にゅう
・基

き
本
ほん
会
かい
話
わ
があり、何

なん
のために学

がく
習
しゅう
するのか、

学
がく
習
しゅう
後
ご
にどんなことができるようになるのかが学

がく
習
しゅう
者
しゃ
及
およ
び教

きょう
師
し
に

理
り
解
かい
・意

い
識
しき
させやすくなっている。

¡学
がく
習
しゅう
意
い
欲
よく
を高

たか
めるため、学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
が理

り
解
かい
しやすく、楽

たの
しく学

がく
習
しゅう
で

きるよう、会
かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
には必

かなら
ず場

ば
面
めん
設
せっ
定
てい
をつけ、練

れん
習
しゅう
の仕

し
方
かた
の指

し
示
じ

もできるだけわかりやすくするよう心
こころ
がけた。また会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
で使

し

用
よう
するタスクシートとなる表

ひょう
などの例

れい
もつけた。

４．使
し
用
よう
状
じょう
況
きょう

　2005年
ねん
７月

がつ
の新

しん
年
ねん
度
ど
より使

し
用
よう
を開

かい
始
し
した。2004年

ねん
に完

かん
成
せい
した試

し
用
よう
版
ばん
はインドネシア各

かく
地
ち
の観

かん
光
こう
科
か
のある専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
に配

はい

布
ふ
されたが、本

ほん
教
きょう
科
か
書
しょ
はインドネシア国

こく
内
ない
の書

しょ
店
てん
にて販

はん
売
ばい
されている。2005年

ねん
５月

がつ
現
げん
在
ざい
、ジャカルタ日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
センター

が把
は
握
あく
している日

に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
を行

おこな
っている専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
の数

かず
は、ジュニア専

せん
門
もん
家
か
が派

は
遣
けん
されている地

ち
域
いき
で約

やく
120校

こう
である。

ジュニア専
せん
門
もん
家
か
が派

は
遣
けん
されていない地

ち
域
いき
は専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
（観

かん
光
こう
サービス専

せん
攻
こう
）がない、あるいは非

ひ
常
じょう
に少

すく
ないため、本

ほん
教
きょう
科
か

書
しょ
の使

し
用
よう
が見

み
込
こ
まれるのは全

ぜん
国
こく
規
き
模
ぼ
で見

み
積
つ
もっても最

さい
大
だい
130校

こう
程
てい
度
ど
であろう。

　これまで試
し
用
よう
版
ばん
も含

ふく
めて使

し
用
よう
した教

きょう
師
し
からは、「観

かん
光
こう
場
ば
面
めん
で実

じっ
際
さい
にある会

かい
話
わ
があって役

やく
に立

た
つ」「文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
が学

がく
習
しゅう
しや

すく並
なら
べられている」「教

きょう
科
か
書
しょ
の流

なが
れにそってそのまま教

おし
えていけばよく、教

きょう
師
し
にとって、使

つか
いやすい」などの声

こえ
が上

あ
がっ

ている。今
こん
後
ご
、各

かく
地
ち
域
いき
の教

きょう
師
し
会
かい
で行

おこな
われる勉

べん
強
きょう
会
かい
で本

ほん
教
きょう
科
か
書
しょ
の使

し
用
よう
方
ほう
法
ほう
の説

せつ
明
めい
・模

も
擬
ぎ
授
じゅ
業
ぎょう
などを通

とお
し、本

ほん
教
きょう
科
か
書
しょ
の普

ふ
及
きゅう

を図
はか
る。また書

しょ
店
てん
で販

はん
売
ばい
されることにより、専

せん
門
もん
高
こう
校
こう
のみならず、観

かん
光
こう
コースのある大

だい
学
がく
や民

みん
間
かん
日
に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
などでの使

し

用
よう
も考

かんが
えられる。

執
しっ
筆
ぴつ
者
しゃ
：山
やま
下
した
美
み
紀
き
（2002.6.22 ～ 2005.6.21　日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
家
か
としてジャカルタ日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
センターに勤

きん
務
む
）

授
じゅ
業
ぎょう
では『インドネシアへようこそ』が使

つか
われている

SMK Binantara 専
せん
門
もん
高
こう
校
こう
の授
じゅ
業
ぎょう
風
ふう
景
けい


